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１１月２２日（金）の５時間目、「いじめゼロ集会」が体育館で行われました。３年生は、改めていじめの怖さを再

確認し、これから先もいじめは絶対にしない・許さないという意識を強く持つこと、１・２年生は、いじめについて正し

く学び直すことによって、一人一人がいじめをしないというプライドを持ち、いじめを許さない集団になることを目的

として、３年生の生徒が主体となり、企画・運営されました。 

「いじめ」とは、『児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等、当該児童等と一定の人的関

係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含

む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの』を定義とします。（いじめ防止対

策推進法第二条）いじめは、「どの子どもにも、どの学校においても起こり得る」ものであることを十分認識し、安

全・安心な学校に向け、職員を含めた全校生徒一丸となって、いじめ「ゼロ」に取り組んでいきます。 

【いじめゼロ集会を終えて（１・２年生の感想より）】 

・これからは、軽いイジリとかであっても、やめておいたほうがいいと声をかけていきたい。 

・いじめは命に関わることだということを意識して、責任ある行動をとっていきたいです。 

・いじめは最悪、命に関わることがあり、そうならなくても心に消えない傷として残り続ける。一度起 

こったらすべてを解決することのできない、取り返しのつかないことだとわかった。他の人が自分と 

違うことを個性として尊重できる人間になりたいです。 

・今までに、いじめに近い行動を目にしたことがありました。声をかけると笑顔で「大丈夫」と答えて 

いたけど、今思うと本当は我慢していたことに気付けなかったことに後悔しています。三年生が言っ 

ていた通り、いじめは本当にいけないことなのにずっとなくならない。そんな現状を私も変えていき 

たいと思っています。 

・いじめが起きないことがベストだと思うけど、絶対に起きないとは言えないからこそ、いじめが起き 

たら率先して止めるように心がけたり、絶対にいじめをしないという心を持ちたい。 

・実際にいじめにあっている人を見つけたら助けてあげることは難しいかもしれないけど、いじめをゼ 

 ロにするためには、誰かが止めてくれると考えるのではなく、自分自身で考えて行動することが大切 

 だと思いました。 

・自分は人をいじめたことがある。やっているときは笑ったりしていて相手のことを考えていなかった。 

でも、もし自分が相手側だと思うと本当にやってはいけないことだと心から思った。いじめをする人 

は「自分は強い」と知らしめたい人だと思う。その気持ちをプライドへ変換すればよいと思った。 

 

 

 

「いじめ ゼロ集会」 
～安全・安心で「笑顔」あふれる学校へ～ 
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☆高峰賞、宮村英語賞授与式が行なわれました 
 高峰賞は、金沢が 

生んだ偉大な科学者 

であり、国際人である 

高峰譲吉博士の功績 

を顕彰するとともに、 

理科教育の充実と人 

材の育成により、広く 

科学の振興を図るこ 

とを目的として、昭和

２５年の春に設立された「高峰譲吉博士顕彰会」が行なっている事業の一つです。市内の各中学校に在

籍し、特に理科、数学に興味・関心が高く、優秀であり研究意欲に富む生徒に授与される賞です。１１月

３０日（土）、金沢市役所第二本庁舎にて、第７４回高峰賞授与式が行なわれました。本校からは、高峰

賞に３年生の岡田実樹さんと小笠原諒さんが受賞しました。科学研究テーマは、「納豆菌と乳酸菌によ

ってカビ抑制作用は向上するのか」（岡田さん）、「乳脂肪分と水が分離しないようにヨーグルトを凍らせ

る方法」（小笠原さん）です。二人は、村山市長から直々に賞状を授与されました。誠におめでとうござい

ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮村英語賞は、金沢大学教授、金沢工業大学教授として、英語 

教育一筋に尽くされた宮村一之先生を偲んで 1985年に設立 

された基金により設けられました。これまで優れた英語力と国際 

的な見識を持つ生徒に贈られてきており、今回受賞された皆さん 

は、英語の学習に積極的に取り組んできたことが高く評価された 

ものであります。本校からは、３年生の千代ひよりさんと、シュナイ 

ダー ミーアさんが受賞しました。誠におめでとうございます。 
 

 

 
 

 

 

 

 ☆体育・文化的活動での受賞等を紹介します 
 

☆体育的活動 

剣道部（男子） 加賀地区中学校新人剣道大会（１１月１６日実施） 個人優勝 竹中優海さん（２－３） 

剣道部（女子） 同     上 団体戦 第３位 

女子バレー部 県選抜大会北加賀ブロック予選（１１月１７日実施） 第３位 

☆文化的活動 

吹奏楽部 

打楽器二重奏 

令和６年度アンサンブルコンテスト 

金沢市中学校大会（１１月２４日実施） 

銀賞（金沢市代表） 

境谷椛乃さん（２－２） 

宮下絢羽さん（１－２） 

☆その他 

第４５回 岡文化賞 受賞 ＜個人部門＞英語 南結香子さん  （３－３） 

第６８回石川県児童・生徒科学作品コンクール         優良賞 岡田実樹さん  （３－３） 

金沢市小・中学校児童生徒科学研究作品展            優秀賞 岡田実樹さん  （３－３） 

【村山市長、野口教育長と記念撮影する岡田さん】【村山市長から賞状を授与される小笠原さん】 

 

【村山市長と記念撮影する、千代さんとシュナイダーさん】 

 

 

  
 

 

 

 
 

 

 

 



 


